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０．説明骨子

1. 検討体制
1. 拠点構想の８取組みと５分科会
2. 検討の推進体制

2. 検討状況
1. 令和５年度の検討スケジュール全体像
2. ８取組みに対する重点化とスケジュールの見直し
3. ８取組み全体の進捗（R6.1.10時点）
4. 拠点構想の目指す全体像

3. 各取組みの状況
1. Ａ分科会 R6-1 洋上支援デジタル基盤-Phase 1-

2. Ａ分科会 R7-1 海洋観測データによる漁業支援システム
3. Ｂ分科会 R6-2 漁業／水産／海業 求人ポータル・人材バンク
4. Ｂ分科会 R8-1 海の“見える化”・海況データ共有基盤
5. Ｃ分科会 R7-2 海業振興情報発信基盤“みんなの港”
6. Ｄ分科会 R7-3 デジタルハーバーマネジメントシステム
7. Ｅ分科会 R6-3 水産行政・研究データ基盤
8. Ｅ分科会 R8-2 水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム

4. まとめ
1. デジタル水産業プラットフォームについて
2. デジタル実装に向けたスケジュールについて
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1.1. 検討体制：拠点構想の８取組みと５分科会

NO. 取組み 概要 分科会

R6-1 洋上支援デジタル基盤-Phase1-
遠洋・沖合の漁船に対し，オンライン診療，機関長遠隔支援，洋上投票等を実
現する。

Ａ分科会
遠洋・沖合

R6-2
漁業／水産／海業 求人ポータ
ル・人材バンク

漁業・水産業・海業における人材不足の解消を図る求人ポータルと人材バンク
を実現する。

Ｂ分科会
沿岸・養殖

R6-3 水産行政・研究データ基盤 漁獲情報等に係るデータ基盤の構築を図る。
Ｅ分科会
水産データ

R7-1
海洋観測データによる漁業支援シ
ステム

海洋ナビゲータ「エビスくん」の機能拡張などに貢献し，より効率的且つ安全
な操業の実現を目指す。

Ａ分科会
遠洋・沖合

R7-2
海業振興情報発信基盤“みんなの
港”

本市の海業コンテンツを市内外の誰もがアクセスできるデジタルプラット
フォームを実現する。

Ｃ分科会
海業

R7-3
デジタルハーバーマネジメントシ
ステム

気仙沼漁港に係留する漁船をAIにより管理・差配・監視し，より効率的な漁港
の管理運営を実現する。

Ｄ分科会
漁港

R8-1
海の“見える化”・海況データ共有
基盤

沿岸・養殖漁業に対し，スマート水産業技術を普及させ，海況の見える化・
データ共有を図り，効率的な経営を実現する。

Ｂ分科会
沿岸・養殖

R8-2
水産バリューチェーン情報連携プ
ラットフォーム

漁船⇔問屋⇔市場⇔仲買⇔加工⇔物流⇔バイヤーといった流通において，各段
階におけるデータシステムを連携し，オープンデータ化を図り，各段階におけ
るデータ連携の効率を上げ，各ビジネスの高度化を目指す。

Ｅ分科会
水産データ
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1.2. 検討体制：検討の推進体制
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気仙沼市デジタル水産業推進協議会

会長：齋藤徹夫（気仙沼漁協代表理事組合長）
幹事：５名（廣野委員，菅原委員，勝倉委員，佐藤委員，藤田委員） 監事：２名（佐藤，加藤） 委員：２６名
所掌事項：水産業・海業のデジタル化の情報収集，調査・研究，推進 など

Ａ分科会

テーマ：
遠洋・沖合

取組み：
R6-1，R7-1

分科会長：
勝倉委員

副分科会長：
廣野・佐藤委員

分科会員：
７名

Ｂ分科会

テーマ：
沿岸・養殖

取組み：
R6-2，R8-1

分科会長：
藤田委員

副分科会長：
廣野・菅原
・小松委員

分科会員：
１２名

C分科会

テーマ：
海業

取組み：
R7-2

分科会長：
廣野委員

副分科会長：
菅原委員

分科会員：
１３名

D分科会

テーマ：
漁港

取組み：
R7-3

分科会長：
勝倉委員

副分科会長：
佐藤・松野委員

分科会員：
８名

E分科会

テーマ：
水産データ

取組み：
R6-3，R8-2

分科会長：
佐藤委員

副分科会長：
菅原・藤田委員

分科会員：
１２名

全体指揮
種子野委員（気仙沼市デジタル補佐官）

助言・指導
菅原委員（気仙沼市長）※主催者
東海委員（東京海洋大学 教授）※有識者

事務局
気仙沼市産業部水産課

幹事会（会長＋幹事） 監事

支援業者
三菱UFJリサーチ＆コン
サルティング（株）



2.1. 検討状況：令和５年度の検討スケジュール全体像
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　▼現在地

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

戦略拠点 ・拠点選定（8/18） ・地域計画策定（上旬）

協議会 ・3rd（8/18） ・取組み別勉強会（10/10-11） ・4th（1/26）

　…分科会組成 　…８取組みの再精査 　…地域計画骨子

A分科会：遠洋 ・1st（11/15） ・2nd（1/17）

　…R6-1、R7-1 　…実装イメージ 　…取組み方針

B分科会：沿岸 ・1st（11/20） ・2nd（1/10）

　…R6-2、R8-1 　…実装イメージ 　…取組み方針

C分科会：海業 ・1st（11/8） ・2nd（12/15） ・3rd（1/17）

　…R7-2 　…実装イメージ 　…取組み方針 　…実装イメージ（ワークショップ）

D分科会：漁港 ・1st（11/27） ・2nd（1/17）

　…R7-3 　…実装イメージ 　…取組み方針

E分科会：データ ・1st（11/21） ・2nd（1/24）

　…R6-3、R8-2 　…実装イメージ・研究会① 　…取組み方針・研究会②

2月R5.8月 9月 10月 11月 12月 R6.1月



2.2. 検討状況：８取組みに対する先行重点化とスケジュールの見直し
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10/10-11に取組み別勉強会を実施し，各取組みに対する領域の現況や実
現可能性等を踏まえ，８取組みに対して重点化とスケジュールを見直した。

NO. 取組み 重点

R6-1 洋上支援デジタル基盤-Phase1- ◎

R6-2 漁業／水産／海業 求人ポータル・人材バンク

R6-3 水産行政・研究データ基盤 ◎

R7-1 海洋観測データによる漁業支援システム

R7-2 海業振興情報発信基盤“みんなの港” ◎

R7-3 デジタルハーバーマネジメントシステム

R8-1 海の“見える化”・海況データ共有基盤

R8-2 水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム

※10/10-11の取組み別勉強会を経た見直し後，さらに分科会での検討を経て実施スケジュールと実施内容について見直しを行った。



2.3. 検討状況：８取組み全体の進捗（R6.1.10時点）

分科会 NO.
（重点に◎）

A.各領域の現況・課題
・ニーズの把握

B.導入に向けた
現況のルール化・
諸条件整理の検討

デジタル化の検討過程

C.導入技術・手法の検討
（＝ｿﾘｭｰｼｮﾝの検討）

D.事業化の検討
（＝実装・普及の検討）

Ａ分科会

R6-1◎ 凡そ検討済 検討中 検討中 今後検討

R7-1 検討中 今後検討 今後検討 今後検討

Ｂ分科会
R6-2 検討中 今後検討 凡そ検討済 今後検討

R8-1 検討中 今後検討 凡そ検討済 今後検討

Ｃ分科会 R7-2◎ 凡そ検討済 検討中 検討中 今後検討

Ｄ分科会 R7-3 検討中 検討中 検討中 今後検討

Ｅ分科会

R6-3◎ 検討中 検討中 検討中 今後検討

R8-2 検討中 今後検討 今後検討 今後検討
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検討の進捗は各取組みにより異なり，「A.各領域の現況・課題・ニーズの把握」「B.導入に向けた現況のルール化・諸条件整理の検討」「C.導入技術・手法の検討（＝
ソリューションの検討）」「D.事業化の検討（＝実装・普及の検討）」のフェーズで整理すると，今年度の進捗は概ね下記のとおり。

① 重点的な取組みについては，各領域におけるおおよその現況・課題・ニーズの把握ができ，デジタル化の導入に向けた現況のルール化・諸条件整理の検討や，導入
技術・手法の検討（＝ソリューションの検討）を視野に入れつつ検討を進めている。

② それ以外の取組みについては，各領域における現況・課題・ニーズの把握に引き続き注力する段階にある。



2.4. 検討状況：拠点構想の目指す全体像
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デジタル水産業を構築するデータ基盤とネットワークによって，漁業・水産業の各領域により収集・蓄積されるデータは，他領域にも連携可能。

本拠点構想（デジタル水産業プラットフォーム）は，漁業・水産業の不確実性を軽減し，①各領域における高度化，②他領域への新価値創出を
図るとともに，基幹産業の高度化によって，③地方創生として地域全体（周辺領域）に正の作用をもたらすことを目指す。

②沖合の様子や牡蠣・ワカメの
海中映像，係留中の漁船情報等
を新しい観光コンテンツに！
⇒遠洋，沿岸，漁港データが海
業における新価値へ

①より効率的な操業の実現，
漁船員の福利厚生向上
⇒持続可能な産業構造へ

③基幹産業の高度化により，
地域全体の所得向上，交流
人口の増加，賑わいの創出
へ

※周辺領域：脱炭素・社会インフラ，人口・教育，自然・環境，健康・暮らし



3.1.1. 各取組みの状況：Ａ分科会 R6-1 洋上支援デジタル基盤-Phase 1-①
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＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞ ＜進捗＞

① 第１回分科会にて，R6-1プラットフォームの実装イメージを検討

② 第２回分科会にて，今後の取組み方針を検討

＜検討状況＞

① A.現況・課題・ニーズの把握については，船内の「漁労長」「船長」「機関長」
「乗組員（船員）」毎に必要とする支援内容を整理

② ①により，R6-1PFのイメージをおおよそ検討済

③ C.導入技術・手法の検討については，支援内容を実現するデジタル技術・手法がほ
ぼ確立していることをおおよそ確認。
また，B.現況のルール化・諸条件の整理については，導入技術利用に向けて，必要

となる陸側の体制整備，法規制等について，おおよそ確認。

④ 今後は，③の更なる検討（調査・研究）ののち，D.事業化の検討（実装・普及の検
討）を進めていく。
なお，システム開発に向けたベンダーの発掘・連携を推進していく。

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R6-1
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

1st：現況・課題・ニーズから，R6-1の実装イメージを検討

2nd：実装に向けた取組方針（スケジュール，検討事項など）を整理予定

更なる検討が必要



3.1.2. 各取組みの状況：Ａ分科会 R6-1 洋上支援デジタル基盤-Phase 1-②
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項目 内容

B.現況の
ルール化
・諸条件
の整理

① 洋上支援を実現するための陸側の支援体制を構築すること
例）オンライン診療：24H体制の受付・相談体制

② 各支援内容を実現するために必要な各省庁との協議
例）洋上投票→総務省，オンライン診療→厚労省

C.導入技術
・手法の

検討

① 各支援内容の前提として，洋上におけるデータ通信が高速・大容量化すること
② 各支援内容の事業化に向けた更なる調査・研究には，洋上における通信環境の
変化（スターリンク下の通信速度・通信可能エリアなど）を把握することが必要

D.事業化の
検討

① 各支援内容が多いため，優先順位を付けた事業化が必要
② 事業費の算定は，「導入技術・手法の検討」「現況のルール・諸条件の整理」
の検討のうえで整理される。

③ 対応可能なシステムベンダーの発掘

漁船・船主側（ユーザー側）
・操業効率の向上
・乗組員の福利厚生の向上 等

◎持続可能な産業構造の実現
◎成長産業化・新産業の創出

プラットフォーム側
・沖データの収集・蓄積

◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出

＜R6-1プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜R6-1 PFの実装イメージ（必要な洋上支援）＞ ※第２回分科会の協議成果

＜認識している課題＞

＜取組みスケジュール＞

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

調査・研究

調査・研究（洋上における実証）

実装 普及・拡張

漁船

船主

R6-1
PF

水温等海象データ，船舶位置

漁場形成判断支援と予測

船員データ，船内映像

オンライン診療

船上映像，船舶位置

漁船常時モニタリング
船内映像

機関・機器の故障対応・運転管理



3.1.3. 今後の検討の進め方：A分科会 R6-1 洋上支援デジタル基盤-Phase 1-①

2025/10/16 11

オンライン診療 ①陸側の体制整備（ただし，気仙沼市外との協力が必要）
②オンライン診療制度の動向把握（例：医療報酬の整理など）

洋上投票 ②投票のデジタル化

漁場形成判断支援と予測 ②えびす君などの機能拡張

最適航路選定 ②最適な支援システムの選定，漁船側のアクチュエイタ（作動装置）の開発

機関・機器の故障対応・運転管理
（例：冷凍機の取扱支援，機関部における会話など）

①冷凍機の取扱支援のためのAIによる深層学習，
機関部における会話・冷凍機の取扱支援のための陸側の専門家体制整備

以下２つの検討方針を定め，対応を進めていく。
「①：技術的・制度的な課題解決に取り組むもの」
「②：業界として改善要望を出していくもの」

洋上の通信環境整備 ②12海里外でのスターリンクの利用

②洋上の通信環境が整うことで実現可能性が高いもの
産業医による巡視 ，海技士免許の洋上取得 ，
船舶のオンライン監視 など



3.1.4. 今後の検討の進め方：A分科会 R6-1 洋上支援デジタル基盤-Phase 1-②

2025/10/16 12

■令和５年度

– ①②にわけて対応を進めることを確認

「①：技術的・制度的な課題解決に取り組むもの」

「②：業界として改善要望を出していくもの」

■令和６年度

– ①：「オンライン診療」 は，陸側の専門家体制の検討を，

 「機関・機器の故障対応・運転管理」は，陸側の専門家体制及び対応する技術開発の検討を実施

例）「オンライン診療」

市立病院をはじめとする救急医療対応の医療団体と，洋上診療支援（オペレート）の可能性について協議する。

– ②：引き続き業界全体として動向を注視，必要に応じて要望等を実施

洋上の通信環境（12海里外でのスターリンクの利用）が，可能となる見込みが立ち次第，

スターリンクを用いた洋上でのスマートフォンのインターネット接続等，船員の生活環境改善に資する取組みの実証実験を行う。

■令和７年度～

– ①，②の進捗にあわせて，実現可能な取り組みを推進



3.2.1. 各取組みの状況：Ａ分科会 R7-1 海洋観測データによる漁業支援システム①

2025/10/16 13

＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞ ＜進捗＞

第２回分科会において，今後の取組み方針を検討

＜検討状況＞

① 事務局にて，JAFIC担当者から簡易なヒアリングを実施してあるのみ。

② 漁場形成判断支援と予測に関し，機能拡張に必要な海象データ及び漁獲データの収
集・蓄積の考え方は，R6-1，R6-3，R8-1の考え方と同様だが，沿岸部と洋心部の対
応に課題がある。

③ 実装イメージは，R7-1単独ではなく，R6-1，R6-3，R8-1の取組みの中で並行的に検
討する必要がある。

④ 今後は，③の更なる検討（調査・研究）ののち，B.現況のルール化・諸条件の整理，
C.導入技術・手法の検討を進めていく。

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R7-1
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

今後：R6-1，R6-3，R8-1検討の中で，現況・課題・ニーズを把握し，
実装イメージを検討



沿岸
漁業者

3.2.2. 各取組みの状況：Ａ分科会 R7-1 海洋観測データによる漁業支援システム②

14

項目 内容

A.現況・課
題・ニーズ
の把握

① 機能拡張に必要な海象データ，漁獲データの収集・蓄積の考え方は，R6-1，
R6-3，R8-1の取組みと同様

② 実装イメージの検討は，R7-1単独ではなく，R6-1，R6-3，R8-1の取組みの中で
並行的に検討する必要がある。

ユーザー側
・漁獲量の向上，安定
・操業効率の向上

◎持続可能な産業構造の実現

プラットフォーム側
・沖・沿岸データの収集・蓄積
・資源データの収集・蓄積

◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出

＜R7-1プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜認識している課題＞ ＜取組みスケジュール＞

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

遠洋
漁船 R6-1

水温等海象データ，船舶位置

漁場形成判断支援と予測

水温等海況データ，座標位置

沿岸海域の海況情報

R7-1
PF

R8-1

精度改善した海洋ナビゲータ「エビスくん」など

漁船
魚市場 漁獲成績，船舶位置

R6-3



3.2.3. 今後の検討の進め方：A分科会 R7-1 海洋観測データによる漁業支援システム

2025/10/16 15

「漁場形成予測」及び「航路最適選択」は，それぞれ他の検討テーマへ統合して検討を進める



＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞

3.3.1. 各取組みの状況：Ｂ分科会 R6-2 漁業／水産／海業 求人ポータル・人材バンク①

2025/10/16 16

＜進捗＞

① 第１回分科会にて，R6-2プラットフォームの実装イメージを検討

② 第２回分科会にて，今後の取組み方針を検討

＜検討状況＞

① C.導入技術・手法の検討については，支援内容を実現するデジタル技術・手法がほ
ぼ確立していることをおおよそ確認。

② A.現況・課題・ニーズの把握については， 「漁業者の新たな担い手確保」 「繁忙
期・閑散期の労働力調整」に区分して整理

③ ①・②の反面，現況について，担い手確保は求職者数のみならず，求人数も多くな
いほか，繁閑調整は人伝によるため，R6-2PF（デジタル化）が現況・課題・ニーズ
に対して有用な取組となるか，実態を踏まえ検討が必要。

④ 今後は，③を正確に見定めるため，実態調査を実施し，Aの更なる検討を行い，労
働力確保の手法にデジタル化の効用が限定的と判断した場合は，デジタルの活用と併
せ，別施策を検討。

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R6-2
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

1st：R6-2の実装イメージを検討も，現況・課題・ニーズに有用か否か，追加調査の必要性

2nd：実装に向けた取組方針（スケジュール，検討事項など）を整理予定

更なる検討が必要



3.3.2. 各取組みの状況：Ｂ分科会 R6-2 漁業／水産／海業 求人ポータル・人材バンク②

2025/10/16 17

項目 内容

A.現況・
課題・ニー
ズの把握

担い手確保は求職者数のみならず，求人数も多くないほか，繁閑調整は人伝による
ため，R6-2PFが現況・課題・ニーズに対して有用な取組となるか，実態を踏まえ検
討が必要。

ユーザー側
・労働力の確保（漁業者側）
・雇用先の確保（求職者側）

◎持続可能な産業構造の実現

プラットフォーム側
・求人データの収集・蓄積
・求職データの収集・蓄積

◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出

＜R6-2プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜R6-2 PF実装イメージを導く参考例＞

＜認識している課題＞

＜取組みスケジュール＞

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

実態調査

漁業者
事業者

求職者R6-2
PF季節毎の

求人データ

繁閑調整，
新規雇用

求職者データ

雇用先確保

漁業特化型
求人広告サイト
「TORITON JOB」

人材派遣
サイト

気仙沼ジョイントワークス協同組合



3.3.3. 今後の検討の進め方：Ｂ分科会 R6-2 漁業／水産／海業 求人ポータル・人材バンク

2025/10/16 18

■令和５年度

– 「人材バンク（※）」で目指すものの確認

• 新卒生やUIターン者を対象とした新たな担い手をつくるための，受け皿づくりと情報発信

• 既存の漁業の繁閑を調整するための，求人・求職のマッチング

↓

◎小型船漁業，養殖業，定置業の魚業種別の雇用実態，充足数，不足数などニーズの把握が必要

◎その把握において，デジタル化による課題解決の範囲について確認

■令和６年度

– 沿岸漁業者に関するニーズの改めての確認 →地区漁協や個別漁業者へ順に意見交換

→就労者と求人に関する実態調査の実施 （全数調査前提）

（デジタル化が有用と判断） （デジタル化の効用が限定的と判断）

■令和７年度～

– 「人材バンク」の一部の運用（システム実装） － 担い手確保に必要な別施策も展開
に向けた条件整理

– 「人材バンク」の一部の運用（システム実装）

– 「人材バンク」の拡張に向けた条件整理

※バンクの構築に限ったものではなく，マッチングや担い手育成の取組みという視点を含む。



＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞

3.4.1. 各取組みの状況：Ｂ分科会 R8-1 海の“見える化”・海況データ共有基盤①

2025/10/16 19

＜進捗＞

① 第１回分科会にて，R8-1プラットフォームの実装イメージを検討

② 第２回分科会にて，今後の取組み方針を検討

＜検討状況＞

① C.導入技術・手法の検討については，支援内容を実現するデジタル技術・手法がほ
ぼ確立していることをおおよそ確認。

② A.現況・課題・ニーズの把握については，漁業種，地域によりソリューションが異
なるため，区分して整理。

③ 今後は，漁業種，地域毎の正確な必要性を把握し，B・Cの検討に進めるため，Aの
更なる検討を目的として，実態調査を実施していく。

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R8-1
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

1st：現況・課題・ニーズから， R8-1の実装イメージを検討

2nd：実装に向けた取組方針（スケジュール，検討事項など）を整理予定

更なる検討が必要



3.4.2. 各取組みの状況：Ｂ分科会 R8-1 海の“見える化”・海況データ共有基盤②

2025/10/16 20

項目 内容

A.現況・課
題・ニーズ
の把握

導入技術・手法については，漁業種，地域毎の正確に把握したうえで検討するため，
実態調査を実施していく。

沿岸漁業者（ユーザー側）
・漁獲の向上・安定
・操業効率の向上

◎持続可能な産業構造の実現
◎成長産業化・新産業の創出

プラットフォーム側
・沿岸データの収集・蓄積

◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出

＜R8-1プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜R8-1PF実装イメージ（案）＞

＜認識している課題＞

＜取組みスケジュール＞

沿岸
漁業者
達

R8-1
PF水温等海況データ，座標位置

沿岸海域の海況情報

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

実態調査

うみログ 養殖用モニタリング 水上ドローン



3.4.3. 今後の検討の進め方：Ｂ分科会 R8-1 海の“見える化”・海況データ共有基盤

2025/10/16 21

■令和５年度
– 「海の“見える化”・海況データ共有基盤」で実現するものの確認

• 定置網の省力化・作業効率の向上
• 養殖の生産効率化・省力化・作業効率の向上
• 密漁・海難事故防止

■令和６年度
– 「海の“見える化”・海況データ共有基盤」に関するニーズの改めての確認（実態把握）

→青年部等，将来を担う人から順に意向把握
→各漁業種が抱える課題と

その解決策としてのデジタル化の可能性の有無の確認

■令和７年度
※令和６年度の実態把握を経て，デジタル化の可能性があれば，
– 「海の“見える化”・海況データ共有基盤」の一部の運用（システム実装）に向けた条件整理

■令和８年度
– 「海の“見える化”・海況データ共有基盤」の部分運用（システム実装）開始
– 「海の“見える化”・海況データ共有基盤」の拡張に向けた条件整理

漁業種でモデル的に実施を想定
（例：ワカメ，カキ）

→漁業種によって
把握したいデータが変わる可能性があり，
まずはそのニーズを把握する



＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞

3.5.1. 各取組みの状況：Ｃ分科会 R7-2 海業振興情報発信基盤“みんなの港”①

2025/10/16 22

＜進捗＞

① 第１回分科会にて，R7-2プラットフォームの実装イメージを検討

② 第２回分科会にて，今後の取組み方針を検討

③ 第３回分科会にて，早期に着手可能な海業コンテンツの検討

＜検討状況＞

① A.現況・課題・ニーズの把握については，「海業のコンテンツ（発信したい情
報）」「コンテンツの磨き上げ（更なる充実）」「発信方法（媒体）」「発信方法の
工夫（デジタルマーケティング）」毎に整理

② ①により，R7-2PFのイメージをおおよそ検討済

③ 海業は多様であり，コンテンツによってB.現況のルール化・諸条件の整理， C. 導
入技術・手法の検討が異なるため，早期に着手可能なコンテンツをベースに，B・C

の検討を進めていく必要がある。

④ 今後は，早期に着手可能なコンテンツを決めて，③の更なる検討（調査・研究）の
のち，D.事業化の検討（実装・普及の検討）を進めていく。
なお，システム開発に向けたベンダーの発掘・連携を推進していく。

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R7-2
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

1st：現況・課題・ニーズから，R6-1の実装イメージを検討

2nd：実装に向けた取組方針（スケジュール，検討事項など）を整理

更なる検討が必要

3rd：早期に着手可能な海業コンテンツに対して検討



3.5.2. 各取組みの状況：Ｃ分科会 R7-2 海業振興情報発信基盤“みんなの港”②

23

ユーザー側
・他港との差別化
・観光客満足度の向
・集客，交流人口の増加
（事業者・地域）

・機会損失の軽減（観光客） 等

◎成長産業化・新産業の創出

プラットフォーム側
・海業データの収集・蓄積
・観光客データの収集・蓄積

◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出

＜R7-2プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜実装イメージ（概念チャート）＞ ＜取組みスケジュール＞

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

調査・研究（早期着手可能な海業コンテンツに対して）

調査・研究（早期着手可能な海業コンテンツに対して）

実装 普及・拡張

事業者
・地域

観光客

R7-2
PF

海業コンテンツデータ

みんなの港（海業情報発信）

観光客データ

海業コンテンツ情報

○釣り情報

○魚市場情報

プラット
フォーム

【みんなの港（仮称）】
【入力情報】

（発信したい海業情報）

○入港船情報

・・・

○SNS情報

○学校向け
教育コンテンツ

○市内広告
（宿泊施設など）

＜①入力・蓄積機能＞ ＜②変換・発信機能＞

○ポータルサイト ○市外広告

【発信対象】

③より知ってもらうために発信する方法を工夫するもの

○専門誌等

○専門Web

【１】
気仙沼を

まず知ってもらう

【２】
気仙沼を
より身近に

感じてもらう

【３】
気仙沼を
現地で

より知ってもらう

市
内

気
仙
沼
市
外

ー新着情報の発信

ー地図情報としての表示

○VR等の
視聴コンテンツ

※情報によっては、
プラットフォームを介さないものもあり

④より楽しんでもらうために発信する内容を充実させるもの

Attention
（認知・注意）

Interest
（興味・関心）

Search
（検索）

Action
（行動）

Share
（共有）

Search
（検索）

Action
（行動）

Share
（共有）

No. 取組概要

発信する情報

みんな
の港

ターゲット

効果的な
発信方法の例

主体
内容

収集等
の

容易性
※1

主要なもの ボリューム
※2

１ 釣りゲーム 気仙沼でとれる魚
→ゲームで釣った魚がギフトで届く

× ⇔ 釣り初心者 ★

２ 気仙沼港疑似体験 VR、メタバースによる気仙沼の紹介 × ⇔ 一般 ★★★

３ 釣りに関する情報 わかりやすく釣りを教えてくれる人 △ ⇔ 釣り初心者 ★

４ わかりやすい漁業規則 ○ ⇔ 釣り人全般 ★ 主な釣り場での掲示

５ 釣りができるスポット △ ⇔ 釣り人全般 ★

６ 釣った魚を調理できる場所 △ ⇔ 釣り人全般（遠征者） ☆

７ 筏を使った釣り堀 × ⇔ 釣り初心者、家族連れ ★★

８ SUPとの連携 △ ⇔ 釣り初心者、家族連れ ★★

９
生分解性の漁具の利用
環境にやさしい釣りの推進
気仙沼の環境への貢献

△ ⇔ 釣り初心者、一般 ★★★

１０ 漁業を知る情報 レストランと養殖業の連携 × ⇔ 一般 ★★★

１１ 内湾の駐車場情報 漁港区域における自家用車等の駐車可否 △ ⇔ 一般 ★★★

１２ 魚市場に関する情報
魚市場めぐりのPR
高度衛生管理C棟の活用 ○ ⇔ 一般、特に宿泊客 ★★★ ホテルにおける掲示

１３ 水揚げ情報 水揚げ情報 ○ ⇔ 一般、特に宿泊客 ★★★ ホテルにおける掲示

１４ 入港船に関する情報 航行履歴または航行予定
出船送り／帰港船の出迎え

△ ⇔ 一般 ★★★

１５ 沖合の船の様子／
その船から見える景色

× ⇔ 一般 ★★★

１６ 学校向け教育情報 震災と復興まちづくり／
気仙沼でとれる魚 ○ ⇔ 中学生、高校生

（団体、修学旅行等） ★★★ 学校への直依頼

※1：収集等の容易性    ○：市で一定把握済のもの、△：関係者へ協力依頼することで得られる可能性の高いもの、×：発信する情報そのものを新たに企画・製作する必要があるもの
※2：ボリューム    （多い・大きい）★★★⇔（少ない・小さい）★ ／ ★＞☆（さらに少ない・小さい）



3.5.3. 今後の検討の進め方：Ｃ分科会 R7-2 海業振興情報発信基盤“みんなの港”

2025/10/16 24

■令和５年度

– 「みんなの港」の全体像と検討の目的の確認

• 海業に関連して収集・発信する情報の整理

• 情報発信するターゲットの整理

■令和６年度

– 「みんなの港」の部分運用（システム実装）に向けた条件整理

例）「釣り」に関する発信

→以下の情報をわかりやすく整理し，SNSを活用して発信する

○漁業規則

○釣りスポットと駐車ができるところ

■令和７年度

– 「みんなの港」の一部の運用（システム実装）開始

– 「みんなの港」の拡張に向けた条件整理

■令和８年度

– 「みんなの港」の拡張部分の運用（システム実装）開始

第１回分科会で挙げられた海業情報について
ターゲットに応じた具体化な発信方法を検討し，
具体化したものから順に発信を実装する。



＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞

3.6.1. 各取組みの状況：Ｄ分科会 R7-3 デジタルハーバーマネジメントシステム①

2025/10/16 25

＜進捗＞

① 第１回分科会にて，R7-3プラットフォームの実装イメージを検討

② 第２回分科会にて，今後の取組み方針を検討

＜検討状況＞

① A.現況・課題・ニーズの把握については，気仙沼港の「利用者側（漁船）」「管理
者側（宮城県・漁港利用協議会）」の視点に立って必要とする支援内容を整理

② ①により，漁船の自由な航海と現管理体制を踏まえ，実装イメージは，構想段階の
AIによる入出港の自動制御の前段となる，人力により対応中の係船管理をデジタル技
術で代替すること

③ B.現況のルール化・諸条件の整理については，現管理体制・利用体制の踏襲を基本
として検討中。 

④ C.導入技術・手法の検討については，正対する技術・手法を検討中（AISデータ＋
モニタリングとなる見込み）。

⑤ 今後は，①・③・④の更なる検討（調査・研究）ののち，D.事業化の検討（実装・
普及の検討）を進めていく。
なお，システム開発に向けたベンダーの発掘・連携を推進していく。

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R7-3
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

1st：現況・課題・ニーズから，R7-3の実装イメージを検討

2nd：実装に向けた取組方針（スケジュール，検討事項など）を整理予定

更なる検討が必要



3.6.2. 各取組みの状況：Ｄ分科会 R7-3 デジタルハーバーマネジメントシステム②

2025/10/16 26

項目 内容

A.現況・課
題・ニーズ
の把握

① 実装イメージにより，デジタル技術による係船管理は実現しうるものの，時化
等の際に生じる係留キャパオーバーはなお課題

② 実装イメージにより，デジタル技術による係船管理は実現しうるものの，長期
係留船の対応はなお課題

B.現況の
ルール化・
諸条件の整

理

① AISデータの導入は，漁船が入港時にAISデータをオン状態にしてあることが条
件

② 気仙沼漁港を利用する全ての漁船に対し，ルール化・諸条件の整理について協
力を求めていく必要がある。

C.導入技
術・手法の

検討

港湾管理において利用している技術・手法が類似の手法として参考となるものの，
正対する技術・手法がほぼないと見込めるため，独自に開発していく必要がある。

＜R7-3プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜実装イメージ＞ ※第１回分科会の協議成果

＜認識している課題＞

＜取組みスケジュール＞

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

① 係船管理を監視員
の目視からデジタル技
術に代替

② 漁港利用のルール
は現状を維持

③ 係留中の漁船にあ
る観光コンテンツの魅
力発信

④ 海中転落時の監視
対策

↓
AISデータ＋監視カメラ

による実現を検討

漁港
利用者

漁港
管理者

R7-3
PF

漁船位置データ

現状の利用方法維持

岸壁データ

デジタルによる管理・監視

26

ユーザー側
・現況利用維持，安全性向上
（利用者）

・管理の省人化（管理者） 等

◎持続可能な産業構造の実現

プラットフォーム側
・漁船位置データの収集・蓄積
・岸壁データの収集・蓄積

◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出



3.6.3. 今後の検討の進め方：Ｄ分科会 R7-3 デジタルハーバーマネジメントシステム①

2025/10/16 27

②漁船に対する入港時のAISの起動ルール化

③陸側でのAIS情報の把握体制の整備

④係留場所における漁船の係留状況の把握体制の整備
（カメラによるモニタリングの方法，カメラの設置場所・精度の検討）

①係留場所の名称等の整理

⑤AIS情報（③）と係留状況（④）の突合方法等の整備
（長期係留等への改善令等も含む）

以下①～⑦の検討事項のうち，特に①～⑤に関し，具体的な検討を進める。
⑥・⑦についても連動して取組みを進める。

⑥漁港の適正管理
（超長期係留，廃船への対応）

⑦係船情報の活用
（海業・観光への利用）

AISによる技術的解消が
図られない場合に備え
代替手段も並行して検討



3.6.3. 今後の検討の進め方：Ｄ分科会 R7-3 デジタルハーバーマネジメントシステム②

2025/10/16 28

■令和５年度

– 「デジタルハーバーマネジメントシステム」の全体像と検討の目的の確認

■令和６年度

– 「デジタルハーバーマネジメントシステム」の実現に向けた課題の整理と検討

→検討が必要な課題は以下のとおり

○係留場所の名称の統一（北から）

○入港時のAIS起動ルール及びAIS情報の管理に関する，船主・船員との協議

○係留状況の把握方法の具体的な検討（港側に設置するカメラの解像度及び設置間隔の検討）

○AIS情報と係留情報のマッチング及び発信に関する主体の整理

■令和７年度

– 「デジタルハーバーマネジメントシステム」の運用（システム実装）開始に向けた条件整理

■令和８年度

– 「デジタルハーバーマネジメントシステム」の運用（システム実装）開始



＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞

3.7.1. 各取組みの状況：Ｅ分科会 R6-3 水産行政・研究データ基盤①

2025/10/16

＜進捗＞
① 分科会を待たず，事務局にてR6-3実装イメージを検討し，第１回分科会にて報告
② 第２回分科会にて，プラットフォームのサンプルを提示

＜検討状況＞
① A.現況・課題・ニーズの把握については，「データ基盤の構築」と，「資源管理へ

の貢献」，「漁獲効率化のための漁船間の情報交換のデジタル化（ISANAのような
サービス）」に区分けして整理。

② ①により，「データ基盤の構築」のR6-3PFのイメージはおおよそ検討。
一方で，「資源管理への貢献」のR6-3PFのイメージについては，構想規模の大き

さから，水産庁との協議，洋上からのデータ収集可能性を踏まえ，時期を置いて検討。
「漁獲効率化のための漁船間の情報交換のデジタル化」はR6-1に併せて検討。

③ C.導入技術・手法の検討については，支援内容を実現するデジタル技術・手法がほ
ぼ確立していることをおおよそ確認。
また，B.現況のルール化・諸条件の整理については，データ公開に向けて，関係者

間のルール化・同意について，おおよそ確認。
④ 今後は，③の更なる検討（調査・研究）ののち，D.事業化の検討（実装・普及の検

討）を進めていく。

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R6-3
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

1st：現況・課題・ニーズから，R6-1の実装イメージを検討

2nd：実装に向けた取組方針（スケジュール，検討事項など）を整理予定

更なる検討が必要



3.7.2. 各取組みの状況：Ｅ分科会 R6-3 水産行政・研究データ基盤②

2025/10/16 30

項目 内容

A.現況・課
題・ニーズ
の把握

「資源管理への貢献」については，構想規模の大きさから，水産庁との協議，洋上
からのデータ収集可能性を踏まえ，時期を置いて検討する必要がある。

「漁獲効率化のための漁船間の情報交換のデジタル化はR6-1と併せて検討
していく必要がある。

B.現況の
ルール化
・諸条件
の整理

データ公開に向けて，関係者間において，データの取扱についてルール化，同意を
確認する必要がある。

ユーザー側
・水産データのオープン利用
・タイムリーな資源状況把握 等

◎持続可能な産業構造の実現

プラットフォーム側
・市場・洋上の漁獲報告データ

の収集・蓄積

◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出

＜R6-3プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜実装イメージ＞

＜認識している課題＞

＜取組みスケジュール＞

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

データ基盤の構築

実装・普及 普及・拡張

データ基盤の構築

資源管理への貢献

資源管理への貢献

行政
研究機関R6-3

PF漁獲データ
（魚市場・洋上）

オープンデータ
魚市場

漁船



3.7.3. 今後の検討の進め方：Ｅ分科会 R6-3 水産行政・研究データ基盤

2025/10/16 31

■令和５年度

– 「水産行政・研究データ基盤」の全体像と検討の目的の確認

■令和６年度

– 「水産行政・研究データ基盤」の部分運用（システム実装）に向けた条件整理

→検討が必要なもの例

○蓄積・公開するデータの範囲（魚種，漁場（統一ルールの下に設定），水揚げ量，魚市場での価格等）

○蓄積・公開の方法（管理主体，アクセス権限，使用するソフト等）

■令和７年度

– 「水産行政・研究データ基盤」の一部の運用（システム実装）開始

– 「水産行政・研究データ基盤」の拡張に向けた条件整理

■令和８年度

– 「水産行政・研究データ基盤」の拡張部分の運用（システム実装）開始



＜構想書段階の取組み概要とポンチ絵＞

3.8.1. 各取組みの状況：Ｅ分科会 R8-2 水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム①

2025/10/16 32

＜進捗＞

① 第１回分科会にて，研究会を発足し，実装イメージを検討

② 第２回分科会においても，継続検討

＜検討状況＞

① A.現況・課題・ニーズの把握については，バリューチェーン構築の取組み目的や効
果を関係者一同で検討するため，「気仙沼水産バリューチェーン研究会」（※）を発
足し，実装イメージを検討中。
一方で，市水産業サプライチェーン全体像の正確な把握も必要。

② B.現況のルール化・諸条件の整理，C.導入技術・手法の検討については，実装イ
メージが可視化してから検討。

③ 今後は，①の更なる検討（調査・研究）ののち，②の検討を進めていく。

※「研究会」：分科会委員に加え、外部の実務家等をアドバイザーとして招聘する想定

D.事業化の
検討（実装・
普及の検討）

R8-2
PF

C.導入技術・
手法の検討

B.現況のルール化
・諸条件の整理

A.現況・課題・
ニーズの把握

1st：現況・課題・ニーズから，R8-2の実装イメージを検討
2nd：同様

更なる検討が必要



3.8.2. 各取組みの状況：Ｅ分科会 R8-2 水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム②
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項目 内容

A.現況・課
題・ニーズ
の把握

① バリューチェーン構築の実装イメージが，「売上拡大」「水産物の付
加価値向上」等に繋がる取組みとなるよう検討する必要がある。

② 水産業サプライチェーン全体構造の中で，価格形成の実態を把握して
いく必要がある。

ユーザー側
・水産物の高付加価値化
・新たな市場の開拓 等

◎持続可能な産業構造の実現
◎成長産業化・新産業の創出

プラットフォーム側
・水産データの収集・蓄積
・在庫状況の収集・蓄積
・顧客データの収集・蓄積
◎データの精度改善
◎他領域における新価値の創出

＜R8-2プラットフォームとユーザー側の導入効果＞

＜実装イメージを導く参考モデル（例）＞

＜認識している課題＞

＜取組みスケジュール＞

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

A.現況・課題・
ニーズの把握

B.現況のルール化
・諸条件の整理

C.導入技術・
手法の検討

D.事業化の検討

R8-2
PF

連携した水産データ，在庫状況

連携プラットフォーム

顧客データ

高付加価値の気仙沼水産物

消費者

漁業者

流通 加工

小売業

フーディソン
「sakana bacca」「UOPOCHI」

ウーオ「UUUO」「atohama」

チ
ェ
ー
ン



3.8.3. 今後の検討の進め方：Ｅ分科会 R8-2 水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム
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■令和５年度

– 「水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム」の全体像と検討の目的の確認

■令和６年度

– 「水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム」の構築に向けた各種研究の実施

①理想的なビジネスモデル像の検討

②気仙沼が参考とすべき事例研究

→上記研究をもとに解決策としてのデジタル化の可能性の有無の確認

■令和７年度

※令和６年度の各種研究を経て，デジタル化の可能性があれば，

– 「水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム」の一部の運用（システム実装）に向けた条件整理

■令和８年度

– 「水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム」の部分運用（システム実装）開始

– 「水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム」の拡張に向けた条件整理



4.1. デジタル水産業プラットフォームについて
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① 各領域における高度化

基幹産業の漁業・水産業の各領域
（遠洋漁業，沿岸漁業，労働力，
漁港，市況，流通，海業）の現
況・課題・ニーズに対して，デジ
タル水産業プラットフォームを通
じて高度化を図る。

② 他領域への新価値創出

①の推進に伴い，プラットフォー
ムに収集・蓄積したデータを他領
域に応用し，新しい価値として活
用することで成長産業化・新産業
の創出を図る。

③ 地域全体に正の作用

基幹産業の高度化により，地方創
生として周辺領域にプラスの作用
を図る。

2.4.検討状況：拠点構想の目指す全体像で示したデジタル水産業プラットフォームについて，その内部構造（ユーザーとプラットフォームの関
係）を整理すると，以下のとおり。

デジタル化の目的・効果
収集・蓄積されるデータ
生成されるデータ，新たな価値



4.2.1. デジタル実装に向けたスケジュールについて①

NO. ～R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度～

R6-1
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計画立案

漁場形成判断支援と予測（えびす君などの拡張）

船長支援（洋上診療の実現）

船長支援（最適航路の実現）

機関長支援（機関・機器の故障対応・運転管理）

乗組員支援（洋上投票の実現）

乗組員支援（通信環境の充実）

機能拡張するスケジュール実装に向けたスケジュール



4.2.2. デジタル実装に向けたスケジュールについて②

NO. ～R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度～

R6-2

R8-1

R7-2

R7-3

R6-3

R8-2
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計画立案

※R6年度の調査を経てデジタル化の効用が限定的と判断された場合，別施策も併せて検討

※R6年度の調査を経てデジタル化が有効と判断された場合漁業・水産業の労働力確保
（担い手確保・繁閑調整）

海の見える化（沿岸漁業のスマート水産業普及）

海業情報発信（早期着手の海業コンテンツ）

海業情報発信（早期着手以外の海業コンテンツ）

デジタルハーバーマネジメントシステム（漁港管理のDX化）

水産行政・研究データ基盤

水産バリューチェーン情報連携プラットフォーム

機能拡張するスケジュール実装に向けたスケジュール



参考資料 

デジタル水産業戦略拠点事業計画書（記入例）案 

 

１．地域コンソーシアム名 

地域ｺﾝｿｰｼｱﾑ名 〇〇〇〇地域コンソーシアム 

代表者名 株式会社○○○○ 〇〇〇部○○○室 ○○ ○○○ 

 

構  成  員 〇○○○大学 ○○○○学部○○○科 ○○ ○○○ 

株式会社○○○○ ○○○部○○○室 ○○ ○○○ 

○○○県○○○○部○○○課     ○○ ○○○ 

○○○市○○○○部○○○課     ○○ ○○○ 

株式会社○○○○ ○○○部○○○室 ○○ ○○○ 

○○○○○○○漁業協同組合〇〇〇部 ○○ ○○○ 

 

オブザーバー 株式会社○○○○ ○○○部○○○室 ○○ ○○○ 

 

 

 

 

 

２．対象地域 

都道府県名 ○○○県 

関係市町村 ○○○市、〇〇市 

対象とする 

漁業種類等 

○○○○○○漁業 

○○○○○○漁業 

○○○○○○漁業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象範囲図 

 

 

 

 

 

 

 

範囲図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



３．地域の概要 

（１）地域水産業の特徴 

 

 

 

（２）デジタル水産業に関する現状と課題等 

 

 

 

 

（３）地域が目指すデジタル水産業の全体像 

 

※ここでは、将来的に目指すデジタル水産業の全体像を記載。 

 

 

 

４．事業計画の内容 ← 

※ここでは、将来的な全体像を目指すにあたり当面実施する（ある程度具体的に実施す

る内容が決まっている）計画の内容を記載。 

 

（１）目的 

 

 

（２）内容 

 

 

（３）期待される効果 

 

 

 

５．実施スケジュール及び予算計画等 

 

（１）実施スケジュール及び予算計画 

 

（作成イメージ） 

表○ 計画スケジュールと年度予算計画 

 R5 R6 R7 R R8 

○○○○○      

○○○○○      

○○○○○      

○○○○○      

年度予算 ○○百万円 ○○百万円 ○○百万円 ○○百万円 ○○百万円 

 

（２）想定する予算措置 

 

 

 



   地域コンソーシアム 

 

６．実施体制 

 

 

（作成イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．関連する計画・事業等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．デジタル水産業の全体像実現に向けた今後の課題等 

 

※ここでは、全体像を目指すにあたり、「４．」で記載する計画以外に実施すべき課題や内

容について記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

システム利用者 

○○県 ○○市 

事業支援 

システム開発者 

データ分析 

データ コーディネーター 



＜参考資料＞ 

 

※様式にこだわらず、様式に書き切れない内容等、計画の詳細を把握できる資料を参考資

料として提出してください。 
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